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放
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車
減
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向
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たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
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取
り
組
み
をををををををををををををををををををををを

　

放
置
規
制
区
域
化
に
よ
り
、

放
置
自
転
車
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
規
制

区
域
外
の
隣
接
箇
所
で
は
放
置

自
転
車
が
増
え
て
い
る
地
域
が

あ
る
。
区
内
全
体
の
放
置
自
転

車
減
少
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
区
の
考
え
は
。

　

区　

長　

規
制
区
域
外
の
隣

接
箇
所
に
つ
い
て
は
、
放
置
防

止
指
導
、
長
期
間
放
置
自
転
車

の
撤
去
の
ほ
か
、
状
況
に
よ
り
、

規
制
区
域
の
見
直
し
も
行
い
、

放
置
自
転
車
の
減
少
に
向
け
た

取
り
組
み
を
着
実
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

放
置
自
転
車
撤
去
の
際
は 

商
店
会
等
へ
事
前
相
談
を

　

放
置
規
制
区
域
内
の
商
店
な

ど
で
は
、
客
の
自
転
車
ま
で
撤

去
さ
れ
る
の
で
は
と
の
心
配
の

声
が
あ
る
。
撤
去
実
施
日
時
を

関
係
町
会
や
商
店
会
と
相
談
し

て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

撤
去
日
時
な
ど
の

事
前
相
談
は
、
撤
去
を
行
う
と

き
だ
け
放
置
し
な
い
と
い
っ
た

こ
と
が
お
き
る
可
能
性
が
あ
り
、

行
っ
て
い
な
い
が
、
撤
去
作
業

の
際
に
は
店
舗
に
声
か
け
を
行

う
な
ど
配
慮
し
て
い
る
。

中
野
駅
地
区
に
お
け
る 

自
動
車
駐
車
場
の
整
備
方
針
は

　

中
野
駅
地
区
に
整
備
予
定
の

自
動
車
駐
車
場
に
、
杉
山
公
園

地
下
自
転
車
駐
車
場
と
同
様
の
、

円
筒
式
地
下
駐
車
場
を
導
入
す

る
予
定
は
あ
る
か
。

　

区　

長　

中
野
駅
地
区
整
備

基
本
計
画
で
、
新
北
口
駅
前
広

場
の
地
下
に
自
動
車
駐
車
場
を

整
備
す
る
予
定
だ
が
、
設
置
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
勘
案
し
、
自
走

式
の
形
態
を
検
討
し
て
い
る
。

子
ど
も
手
当
の
対
象
者
数
と 

今
後
の
区
の
対
応
を
示
せ

　

中
野
区
に
お
け
る
子
ど
も
手

当
支
給
対
象
者
数
、
及
び
申
請

不
備
や
未
申
請
者
に
対
す
る
今

後
の
対
応
は
。

　

区　

長　

今
年
度
の
対
象
者

数
は
、
約
１
万
９
千
世
帯
、
約

２
万
８
千
人
と
想
定
し
て
い
る
。

申
請
不
備
の
方
に
つ
い
て
は
、

随
時
電
話
及
び
文
書
に
よ
り
書

類
の
再
提
出
を
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
、
未
申
請
の
方
へ
は

７
月
初
旬
及
び
８
月
下
旬
に
申

請
手
続
き
勧
奨
の
お
知
ら
せ
を

送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
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①
沼
袋
駅
の
地
下
化
で
、
駅

の
存
在
感
が
な
く
な
る
と
懸
念

さ
れ
る
が
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
②
鉄
道
の
上

部
空
間
を
活
用
し
、
駐
輪
場
に

す
べ
き
で
は
。
③
沼
袋
商
店
街

通
り
の
主
幹　

号
線
を
拡
幅
し
、

１０

都
市
計
画
道
路
に
す
る
の
か
。

④
歩
行
者
空
間
の
安
全
確
保
の

た
め
、
電
線
類
を
地
中
化
す
べ

き
で
は
。
⑤
沿
線
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
西
武
新
宿
線

の
各
駅
前
を
路
上
喫
煙
禁
止
地

区
に
指
定
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
鉄
道
事
業
者
や

地
域
に
働
き
か
け
、
ま
ち
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
の
形

成
を
誘
導
し
て
い
く
。
②
将
来

的
な
需
要
を
勘
案
し
、
検
討
す

る
。
③
都
市
計
画
施
設
と
し
て

定
め
、
基
盤
整
備
を
図
っ
て
い

く
。
④
無
電
柱
化
し
て
い
く
。

⑤
厚
生
労
働
省
よ
り
、
公
共
的

空
間
で
の
受
動
喫
煙
防
止
の
推

進
に
つ
い
て
通
知
が
あ
り
、
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

成
年
後
見
制
度
の
充
実
を
図
れ

　

①
こ
れ
ま
で
、
市
民
後
見
人

養
成
講
座
の
必
要
性
を
述
べ
て

き
た
。
昨
年
区
長
は
、
実
施
時

期
を
考
え
て
い
く
と
答
弁
し
て

い
た
が
、
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

②
市
民
後
見
人
に
は
、
自
治
体

の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
。

後
見
人
の
監
督
や
助
言
が
で
き

る
独
立
し
た
組
織
体
制
が
必
要

で
は
。
③
後
見
人
が
司
法
書
士

や
弁
護
士
な
ど
の
場
合
、
申
立

手
数
料
に
加
え
、
報
酬
が
必
要

に
な
る
。
低
所
得
者
に
対
し
助

成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
今
年
度
か
ら
実

施
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委

託
事
業
と
都
の
基
礎
講
習
を
活

用
し
て
、
今
年
度
中
に
２
名
養

成
す
る
予
定
で
あ
る
。
②
区
の

補
助
事
業
と
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
で
行
う
「
ア
シ
ス
ト
な
か

の
」
の
後
見
監
督
業
務
の
中
で

実
施
す
る
。
③
平
成　

年
度
に
、

２０

区
長
申
立
に
よ
り
後
見
人
を
選

定
し
た
場
合
の
補
助
制
度
を
整

備
し
た
。
今
後
は
、
社
会
情
勢

を
勘
案
し
な
が
ら
、
事
業
内
容

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

ホ
タ
ル
復
活
事
業
の
継
続
を

　

江
古
田
の
森
公
園
で
は
、
平

成　

年
度
よ
り
事
業
を
開
始
し
、

２０
３
年
間
で
自
然
羽
化
を
目
指
し

て
い
る
。
①
過
去
２
年
間
の
成

果
は
。
②
多
く
の
区
民
が
ホ
タ

ル
の
飛
翔
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
人
工
飼
育
の
手
法
も
考
え
、

事
業
を
継
続
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
昨
年
度
は
、
１

日
最
大　

匹
程
度
を　

日
以
上

５０

１０

確
認
で
き
た
。
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

の
自
然
繁
殖
が
課
題
で
あ
る
。

②
３
年
間
の
経
過
を
ト
ー
タ
ル

に
と
ら
え
、
こ
の
事
業
の
評
価

を
検
証
し
て
い
く
。
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の
区
の
取
り
組
み
はははははははははははははははははははははは

　

①　

年　

月
に
「（
仮
称
）
地

２０

１０

域
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
向
け
た
３
か
年
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
示
さ
れ
た
。
こ

れ
を
推
進
し
区
民
や
協
力
機
関

へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
、
支

え
あ
い
活
動
の
理
解
や
協
力
は

得
や
す
く
な
る
。
こ
の
進
ち
ょ

く
状
況
や
区
民
へ
の
説
明
状
況

は
ど
う
か
。
②
こ
の
制
度
の
成

否
に
は
、
協
力
者
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
重
要
だ
。
そ
の
一
つ

で
あ
る
「
支
え
あ
い
ポ
イ
ン
ト

制
度
」
の
検
討
状
況
は
。

　

区　

長　

①
全
体
と
し
て
は

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開

設
な
ど
、
概
ね
計
画
通
り
に
進

ん
で
い
る
が
、
地
域
と
行
政
と

の
情
報
提
供
・
共
有
の
仕
組
み

な
ど
、
遅
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
説
明
は
、
元
気
で
ネ
ッ
ト

協
力
員
会
議
な
ど
で
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
全
体
的
な
進
ち

ょ
く
状
況
の
報
告
な
ど
を
区
民

へ
行
っ
て
い
き
た
い
。
②　

年
２３

度
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

区
民
公
益
活
動
に
関
す
る
政
策

助
成
を
利
用
し
や
す
い
も
の
に

　

①　

年
度
の
助
成
結
果
を
み

２１

る
と
、
活
動
領
域
に
よ
り
申
請

件
数
や
交
付
率
な
ど
に
ば
ら
つ

き
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
子
育

て
領
域
は
、
需
要
は
高
い
が
助

成
額
平
均
は
他
よ
り
低
い
。　
２２

年
度
の
助
成
総
額
は
こ
う
し
た

分
析
を
行
っ
て
配
分
し
た
の
か
。

②
昨
年
度
に
比
べ
助
成
総
額
が

　

％
減
額
さ
れ
た
。
財
政
難
に

２０よ
る
一
律
削
減
は
慎
む
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
申
請
時
に
過
去

の
事
業
分
析
の
記
載
を
求
め
る

な
ど
の
過
重
な
申
請
事
務
は
改

善
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
活
動
領
域
間
の

適
正
化
に
努
め
、
採
点
基
準
の

明
確
化
な
ど
を
行
い
改
善
し
た
。

②
予
算
額
の
縮
小
は
、
限
ら
れ

た
予
算
を
よ
り
効
果
的
、
効
率

的
に
執
行
す
る
た
め
判
断
し
た
。

ま
た
、
申
請
時
の
軽
減
は
、
手

続
き
全
体
を
改
め
て
点
検
し
、

簡
素
化
に
努
め
て
い
く
。

　

区
長
は
施
政
方
針
説
明
で
、

中
野
駅
整
備
と
合
わ
せ
た
駅
の

北
口
、
南
口
の
具
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
協
議
・
調
整
の
推
進

を
う
た
っ
て
い
る
。
先
行
す
る

北
口
だ
け
で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
南
口
に
も
目
を
向
け
て
、
駅

周
辺
の
開
発
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

区　

長　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
で
は
、
中
野
駅
周
辺
の
中
で

も
南
口
地
区
を
、
文
化
活
動
拠

点
、
文
化
発
信
拠
点
と
し
て
描

い
て
い
る
。
北
と
南
、
異
な
る

ま
ち
の
個
性
の
連
携
に
よ
り
、

価
値
を
高
め
、
ま
ち
全
体
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
た
い
。

第
九
中
・
中
央
中
の
統
合
は 

利
便
性
高
く
魅
力
あ
る
も
の
に

　

九
中
・
中
央
中
の
統
合
は
、

　

年
度
の
新
校
開
校
に
向
け
て
、

２６順
調
に
準
備
が
進
ん
で
い
る
と

聞
く
。
①
南
側
の
生
徒
が
、
早

稲
田
通
り
ま
で
出
ず
に
通
学
で

き
る
よ
う
、
対
策
を
と
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
②　

年
度
か
ら

２４

新
し
い
校
区
に
変
更
す
る
と
聞

く
が
、
統
合
校
が
九
中
の
場
所

に
あ
る
２
年
間
は
、
柔
軟
に
指

定
校
変
更
が
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
③
新
校
南

側
隣
接
の
国
有
地
を
公
園
と
し

て
整
備
す
れ
ば
、
新
校
の
魅
力

の
一
つ
と
な
る
。
国
が
売
却
方

針
を
決
め
た
場
合
、
取
得
に
向

け
て
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

①
新
校
南
側
に
通

学
に
利
用
で
き
る
門
を
設
置
し
、

利
便
性
や
安
全
を
確
保
す
る
。

②
弾
力
的
な
取
り
扱
い
に
よ
り
、

変
更
を
認
め
、
新
校
舎
移
転
後

も
通
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

区　

長　

③
公
園
用
地
と
し

て
取
得
し
、
学
校
の
教
育
環
境
、

ま
ち
の
魅
力
、
公
園
機
能
を
向

上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

桃
園
川
緑
道
の
放
置
自
転
車
・ 

オ
ー
ト
バ
イ
対
策
を

　

桃
園
川
緑
道
は
、
通
勤
や
通

学
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
も
使
わ
れ
、
季
節
の

花
々
が
咲
く
癒
し
の
空
間
と
し

て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
残

念
な
こ
と
に
、
自
転
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
の
駐
車
が
多
い
。
自
転

車
等
放
置
防
止
条
例
に
よ
る
撤

去
が
可
能
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

区　

長　

緑
道
の
一
部
は
規

制
区
域
内
で
あ
り
、
条
例
に
基

づ
く
撤
去
が
可
能
だ
が
、
そ
れ

以
外
の
区
域
は
対
象
外
で
あ
る
。
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●
声
の
区
議
会
だ
よ
り

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

区
議
会
だ
よ
り
を
朗
読
録
音
し
た

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
「
声
の
区
議
会

だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

郵
送
に
よ
り
無
料
で
お
届
け
し
ま

す
。
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
区

議
会
事
務
局
（
電
話
３
２
２
８
―

５
５
８
５
）
ま
で
。

　

ま
た
、
地
域
セ
ン
タ
ー
、
区
立

図
書
館
、
障
害
者
福
祉
会
館
な
ど

で
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

　

視
覚
障
害
者
の
方
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

すこやか福祉センター交流コーナー


